
両利きの経営と管理会計  （出所）筆者作成

（出所） https://str.toyokeizai.net/
books/9784492534083/
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品
や
サ
ー
ビ
ス
、
業
務
な
ど
の
改
善
や

コ
ス
ト
削
減
を
漸
進
的
に
行
い
、
短
期

的
な
財
務
業
績
（
利
益
率
な
ど
）
を
達

成
し
て
い
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
が

「
深
化
」
で
あ
り
、
既
存
事
業
か
ら
逸
脱

し
て
新
規
の
資
産
と
組
織
能
力
を
開
拓

す
る
た
め
に
実
験
や
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
、
新
し
い
市
場
や
技
術
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
探
求
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
活
動
が
「
探
索
」
で
す
。
成
功
し
た

大
企
業
ほ
ど
、
現
在
の
生
存
能
力
を
維

持
す
る
た
め
の
深
化
の
追
求
に
注
力
し
、

未
来
の
生
存
能
力
を
高
め
る
た
め
の

「
探
索
」
が
な
お
ざ
り
に
な
り
、
や
が
て

衰
退
に
至
る
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン

マ
」
で
あ
り
、
オ
ラ
イ
リ
ー
教
授
と

タ
ッ
シ
ュ
マ
ン
教
授
が
「
サ
ク
セ
ス
・

ト
ラ
ッ
プ
」
と
呼
ぶ
現
象
で
す
。 

私
の
専
門
分
野
で
あ
る
管
理
会
計

（m
anagem

ent accounting

）
は
、
そ

の
名
の
と
お
り
、
組
織
の
〝
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
〞
に
役
立
つ
計
数
情
報
の
提
供
を

目
的
と
す
る
会
計
で
す
。
伝
統
的
に
は
、

経
営
者
や
管
理
者
が
投
資
ま
た
は
資
源

配
分
に
関
す
る
意
思
決
定
を
行
う
際
に

経
済
性
（
採
算
性
）
を
明
ら
か
に
し
た

り
、
組
織
全
体
や
部
門
の
業
績
管
理
を

行
う
際
に
売
上
や
コ
ス
ト
、
利
益
と

い
っ
た
財
務
業
績
の
達
成
状
況
を
明
ら

か
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
財
務
情
報
の

提
供
を
主
な
役
割
と
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
管
理
会
計
に
よ
る
財
務

情
報
は
、
既
存
事
業
の
「
深
化
」
の
助

け
に
な
る
一
方
、
新
規
事
業
の
「
探
索
」

の
障
壁
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
既
存
事
業
に
適
用
さ
れ
る

厳
格
な
経
済
性
あ
る
い
は
財
務
業
績
の

評
価
に
よ
っ
て
、
短
期
的
に
は
非
効
率

で
あ
っ
た
り
既
存
事
業
を
侵
食
し
た
り

す
る
も
の
の
長
期
的
に
は
組
織
の
生
存

を
左
右
す
る
新
規
事
業
の
芽
が
摘
ま
れ

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
こ
れ
が
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
プ
ロ
セ
ス
に
存
在

す
る
「
死
の
谷
」
の
正
体
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
管
理
会
計

研
究
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
が

蓄
積
さ
れ
、
管
理
会
計
に
対
す
る
見
方

が
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
管
理
者

が
組
織
成
員
の
意
思
決
定
、
行
動
お
よ

び
結
果
に
影
響
を
与
え
る
プ
ロ
セ
ス
の

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

手
段
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
管
理
会
計
は
、
会
計
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
し
て
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
核

に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、
従
来
の
結

果
に
関
す
る
財
務
情
報
だ
け
で
な
く
、

プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
非
財
務
情
報
を
も

提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
他

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段
と
組
み
合
わ
せ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
規
事
業
の
「
探
索
」
に
よ
い
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
現
在
、
従
来
の
既
存
事

業
の
「
深
化
」
の
み
な
ら
ず
、
新
規
事

業
の
「
探
索
」
を
も
支
援
す
る
よ
う
な

「
両
利
き
の
管
理
会
計
」
が
探
究
さ
れ
始

め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
右
利
き
で
す
か
左
利
き
で

す
か
。
一
般
に
約
10
〜
12
％
が
左
利
き

と
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
右
利
き
が
大

多
数
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
中
に
は
、

文
化
上
の
習
慣
や
マ
ナ
ー
、
日
常
生
活

上
の
便
利
さ
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
上
の
優

位
性
な
ど
の
理
由
か
ら
、
幼
い
頃
に
利

き
手
を
矯
正
さ
れ
た
方
も
い
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
利
き

手
を
器
用
に
使
い
分
け
る
両
利
き
の
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近
年
、
企
業
経
営
に
お
い
て
こ
の

「
両
利
き
（am

bidexterity

）」
と
い
う
言

葉
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
経
営
大
学
院
の
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
A
・
オ
ラ
イ
リ
ー
教
授
と
ハ
ー

バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
マ
イ

ケ
ル
・
L
・
タ
ッ
シ
ュ
マ
ン
教
授
が

2
0
1
6
年
に
『Lead and D

isrupt: 

How

 to Solve the Innovator’s Dilem
m
a

』

を
出
版
し
、
日
本
で
は
2
0
1
9
年
に

そ
の
翻
訳
書
『
両
利
き
の
経
営
―「
二
兎

を
追
う
」
戦
略
が
未
来
を
切
り
拓
く
』

が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
で
は
、

原
著
の
副
題
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ク

レ
イ
ト
ン
・
M
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
教

授
の
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
』

（
原
題：

The Innovator's Dilem
m
a

）
を

克
服
す
る
鍵
と
し
て
、「
両
利
き
の
経

営
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

両
利
き
の
経
営
と
は
、
破
壊
的
な
環

境
変
化
に
遭
っ
て
も
組
織
を
存
続
さ
せ
る

た
め
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
相
矛
盾
す
る

既
存
事
業
の
「
深
化
（exploitation

）」

と
新
規
事
業
の
「
探
索
（exploration

）」

を
同
時
に
追
求
す
る
経
営
を
指
し
ま
す
。

既
存
事
業
で
競
争
に
勝
つ
た
め
に
、
既

存
の
資
産
と
組
織
能
力
を
活
用
し
て
製

両
利
き
の
管
理
会
計

経営学部
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